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浄

『
趙

州
録
』
の
中
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

有
婆
子
問
、
婆
是
五
障
之
身
、
如
何
免
得
。
師
云
、
願

一
切
人
生
天
、
願
婆

婆
永
沈
苦
海
。

(
1
)

こ
れ
を
鈴
木
大
拙
氏
は
次
の
如
く
訳
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
時
老
婆
が
た
ず
ね
た
。
「
女
人
は
五
障
の
身
だ
と
中
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
ど
う
し
て
免
れ
ら
れ
ま
し
よ
う
か
。」
(趙
州
が
婆
さ
ん
に
な
り
か

わ
つ
て
)
「だ
れ
も
か
れ
も
み
な
極
楽

へ
行

つ
て
く
れ
。
わ
し
だ
け
は

い
つ
ま

で
も
苦
海
に
い
た
い
も
の
で
す
。
」

こ
れ
が
大
変
な
誤
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
を
素
直
に
読
む
人
な
ら

ば
誰
に

で
も
わ
か
る
筈
で
あ
る
。
語
録
を
読
む
に
は
禅
の
体
験
か
ら
読

ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
伝
統
禅
の
い
い
ぐ
さ
で
あ
る
が
、
末
世
の
比
丘
の

禅
体
験

と
や
ら
で
、
祖
師
方
の
言
葉
を
無
暗
や
た
ら
に
違

つ
た
勝
手
な

解
釈
を

さ
れ
て
は
困
る
。
こ
の
婆
さ
ん

へ
の
趙
州
の
答
え
は
、
「
ど
う

ぞ
皆
さ
ん
極
楽

へ
ゆ
け
。
だ
が
婆
さ
ん
、
お
前
は
い
つ
ま
で
も
地
獄
に

お
り
な

さ
い
。
」
と
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
問
答
に
鈴
木
大
拙
氏
や

秋
月
竜
現
氏
は
大
悲
を
ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
が
、
鈴
木
氏
の
訳
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、

キ
リ
ス
ト
教
的
、
自
己
犠
牲
的
な
愛
の
精
神
を
こ
こ
に
持

ち
込
ま
れ
る
の
は
見
当
ち
が
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
趙
州
の
心
を
大
悲

と
い
う
な
ら
ば
、
救
う
主
体
も
救
わ
れ
る
客
体
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無

縁
の
大
悲

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
と
い

つ
て
趙
州
が
老
婆
に
む

か
つ
て
い
つ
た
言
葉
を
、
趙
州
が
老
婆
に
な
り
か
わ
つ
て
い
つ
た
、
な

ど
と
主
客
を
入
れ
か
え
て
も
か
ま
わ
ぬ
と
い
う
論
理
は
成
立
し
な
い
。

こ
の
問
答
で
鈴
木
氏
の
解
釈
は
、
『趙
州
録
』

の
次

の
問
答

と
混
同
し

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

崔
郎
中
間
、
大
善
知
識
、
還
入
地
獄
也
無
。
師
云
、
老
僧
末
上
入
。
崔
云
、

既
是
大
善
知
識
、
為
什
磨
入
地
獄
。
師
云
、
老
僧
若
不
入
、
争
得
見
郎
中
。

こ
れ
は
婆
子
と
の
問
答
と

一
見
似
て
い
る
が
、

明
ら
か
に
違
う
。
鈴
木

氏
は
こ
の
問
答
か
ら
趙
州
の
心
を
大
悲
 (
こ
こ
の
場
合
も
大
悲
と
は
一
概

に
い
え
ぬ
)
 と
し
て
抽
出
し
、
婆
子
と
の
問
答
を
同
じ
範

疇

の
中

へ
あ

て
は
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

又
、趙
州
と
婆
子
と
の
問
答
を
解
明
す
る
た

め
に
、異
類
中
行
と
い
う

(
2
)

言
葉
を
か
り
て
く
る
こ
と
に
反
対
は
し
な
い
が
、
し
か
し
秋
月
氏
の
如
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く
、異
類

中
行
が
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
大
悲
閲
提
に
結
び
つ
き
、
『趙
州

録
』
に
た
ま
く

大
閲
提
 
(大
悲
閲
提
で
は
な
い
)
 と
い
う
語
が
あ
る
か

ら
と
い
つ
て
、
趙
州
の
思
想
を
大
悲
閾
提
=
異
類
中
行
と
規
定
し
て
し

ま
う
の
に
は
抵
抗
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
異
類
中
行
と
い
う

言
葉
は
、
趙
州

の
師
、
南
泉
に
始
ま
り
、
も
つ
と
広
く
、
か

つ
多
く
の

北具
尽
を
も
つ
た
言
葉
な
の
で
あ
る
。
異
類
中
行
が
南
泉
の
言
葉
と
し
て

始
ま
つ
た
以
上
、
南
泉

の
側
か
ら
ま
ず
解
明
す

べ
き
で
あ
つ
て
、
趙
州

の
側
か
ら
の
み
解
釈
す

べ
き
で
は
な
い
。
し
か
る
に
秋
月
氏

の
著
書

『
初
め

に
大
悲
あ
り
』
の
異
類
中
行

の
解
釈
は
す
べ
て
前
述
の
趙
州
=

大
悲
閾
提
=
異
類
中
行
と
い
う
図
式
的
思
考

一
辺
倒
で
あ
る
。
し
か
も

そ
の
資
料
も
殆
ん
ど

『
趙
州
録
』
ば
か
り
で
、
南
泉
に
は

『
景
徳
伝
灯

録
』
か
ら
わ
ず
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
氏
の

タ
イ
ト

ル

「南
趙
宗
の
宗
風
」
は
看
板
に
い
つ
わ
り
あ
り
で
あ
ろ
う
。

趙
州

の
闘
提
と
い
う
言
葉
を
解
釈
す
る
に
し
て
も
、
白
隠
自
身
が
自
己

流
に
解
釈
し
た
大
閲
提
を
も
つ
て
き
て
、
趙
州
の
閲
提
に
あ
て
は
め
て

解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
は
順
序
も
逆
で
あ
る
し
、
無
理
で
も
あ
る
。
と

に
か
く
白
隠
か
ら
趙
州

へ
と
い
う
思
考
方
法
に
よ
つ
て
大
閲
提
と
大
悲

閲
提
と
を
混
同
し
、
そ
れ
を
た
だ
ち
に
異
類
中
行
に
結
び
つ
け
る
方
法

は
、
異
類
中
行

の
正
し
い
解
明
の
仕
方
で
は
な
い
。

さ
て
異
類
中
行
と
い
う
言
葉
を
使

つ
た
南
泉
の
真
意
を
知
ろ
う
と
す

る
に
は
、
何
と
い
つ
て
も
ま
ず

『南
泉
語
要
』
に
よ
つ
て
研
究
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
学
問
的
に
い
つ
て
当
然
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
今
、

(
3
)

無
著
道
忠
校
訂
に
よ
る

『
福
州
鼓
山
寺
古
尊
宿
語
要
』
の

『
南
泉
和
尚

語
要
』
に
よ
つ
て
考
察
し
て
み
る
。
南
泉
語
要

は

一
つ
の
上
堂
と
五
つ

の
示
衆
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
南
泉
の
思
想
と
し
て
最
も
重
要
な
も

の

の
D
つ
で
あ
る
異
類
中
行
を
考
察
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
上
堂
と
示
衆

の
す

べ
て
の
部
分
に
そ
の
背
景
と
な
る
要
素
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
第

四
の
示
衆
で
は
、
最
後
に

「
兄
弟
直
須
向
異

類
中
行
始
得
、
大
難
大

難
」
と
結
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
第
四
の
示
衆

に
異
類
中
行
に
つ
い
て

の
内
容
が
、
ほ
ぼ
収
拾
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
こ
の
示
衆
は

「自

夏
己
来
不
安
、
皆
是
罪
過
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
が
、
説
こ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
は

「自
由
人
」
に
あ
る
。

か
れ

「仏
は
か
り
に
三
乗
五
性
を
説
く
の
み
で
あ

つ
て

『
他
』
(自
由
人
)

は
三
乗
五
性
な
ど
に
関
係
は
な
い
。
仏
に
た
よ
つ
て
自
由
人
に
な
ろ
う

と
し
て
は
い
け
な
い
。
諸
君
が
た
と
い
法
身
仏
を
得
た
と
い
つ
て
も
、

そ
れ
は
水
に
う
つ
る
月
や
花

の
影
の
よ
う
な
も

の
で
本
物
で
は
な
い
。

報
身
仏
、
化
身
化
と
い
つ
て
も
み
な
真
仏
で
は
な

い
。
『兄
弟
、
直

に

か
な
ら
ず
会
取
す
べ
し
。
仏
に
従
つ
て
聞
か
ざ
れ
、
無
師
に
し
て
自
爾

(し
か
る
の
み
)』」
と
い
い
、
又

「
あ
り
が
た
そ
う
な
お
経
を
引
い
て
義

を
説
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
自
由
が
な
い
。
ち
よ
う

ど
く
ら
げ
が
蝦
の
眼
を
仮
り
た
よ
う
な
も
の
で
、
真
の
自
由
が
な
い
。

こ
の
真
の
自
由
人
は
凡
と
か
聖
と
か
に
拘
束
せ
ら
れ
な
い
。
又
愚
智

で

も
な
い
が
、
ま
あ
強

い
噛て
喚
ん
で
愚
智
と
し
て
お
こ
う
。
し
か
し
、
も

と
も
と
そ
ん
な
名
前
と
は
関
係
な
い
の
だ
。
そ

ん
な
も
の
に
と
ら
わ
れ
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て
は
、
本
物
と
は
る
か
に
違
つ
た
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
と

い
つ
て

『
そ
の
ま
ま
』
だ
と
い
つ
た
ら
も
う
違
つ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら

は
諸
君
、
異
類
中
に
向

つ
て
行

つ
て
始
め
て
得
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
」
。

第
四
の
示
衆
を
ま
と
め
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
言
葉

の
背
景
に
な
つ
て
い
る
南
泉
の
種
々
の
言
葉
を

考
察
し
て
み
る
。
「仏

に
従
つ
て
は
な
ら
ぬ
、
仏
を
求
め
て
は
な
ら
ぬ
」

と
い
う

こ
と
を
強
調
し
、
「
心
不
是
仏
、
智
是
不
道
」
と
随
所
に
説
く
。

又

「言
衆
生
劣
、
有
仏
聖
救
衆
生
、
求
仏
菩
提
、
皆

属
食

欲
。」
と
も

い
う
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は

「仏
不
会
道
、
我
自
修
行
」
に
通
じ
、
た
だ

ち
に

「
無
師
自
爾
」
と
い
う
語
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
語
か
ら

経
論
を
引
く
こ
と
は
自
由
を
得
な
い
こ
と
だ
と
い
う
風
に

「自
由
」

へ

の
道
に
導
こ
う
と
し
て
次
の
如
く
話
さ
れ
る
。

若
不
因
善
知
識
聞
名
、
無
師
自
爾
。
若
因
善
知
識
聞
、
忽
引
経
論
作
証
。
若

自
作
得
主
、
不
引
経
論
、
最
省
心
力
。
若
引
経
論
、
将
他
眼
作
自
己
眼
、
不

得
自
由
、
大
道

D如
、
無
師
自
爾
。

『
南
泉
語
要
』
を
通
読
し
て
痛
感
す
る
こ
と
は
、
南
泉
の
思
想
に
と

つ
て
自
由

と
い
う
考
え
方
が
、
大
変
な
重
さ
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ

る
。

「即
落
他
因
果
、
無
自
由
分
」
「随
他
因
果
、
更
有
什
麿
自
由
分
」
「先
用
了

因
、
会
本
果
故
、
了
此
物
是
方
便
受
用
、
始
得
自
由
、
去
住
自
由
、
無
障

磯
」
「
若
無
如
是
心
…
…
得
自
在
」
「喚
作
無
住
心
…
…
妙
用
自
在
」
「今
時

尽
擬
将
心
体
会
大
道
…
…
有
什
磨
自
由
分
」
「若
与
人
為
因
即
不
自
在
、
被

因
果
所
拘
、
不
得
自
由
」
「那
辺
会
了
、
却
来
者
辺
行
履
始
得
自
由
分
」
「皆

前
境
所
引
、
随
他
生
死
流
、
何
曾
得
自
由
。
若
作
此
見
解
、
実
未
有
自
由
分
」

こ
の
よ
う
に
多
く
の

「
自
由
」
と
い
う
語
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
因

果
と
表
裏
の
関
係
で

「自
由
」
を
と
ら
え
て
い
る
場
合
が
最
も
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
を
代
表
す
る
の
が
次

の
示
衆
で
あ
る
。

不
存
知
見
、
始
得
自
在
。
若
有
知
見
、
即
属
地
位
、
便
有
分
剤
心
量
、
被
因

果
隔
、
喚
作
酬
因
答
果
、
不
得
自
在

こ
の
示
衆
の
内
容
が
目
頭
に
か
か
げ
た
趙
州

と
婆
子
と
の
問
答
に
深

く
関
係
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
の
南
泉
の
言
葉
を
理
解
せ
な

け
れ
ば
、
趙
州
の
答
も
正
し
く
素
直
に
理
解
す

る
こ
と
は
困
難

で
あ
ろ

う
。
も
し
も
鈴
木
大
拙
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
趙
州
が
地
獄
に
行
き
、

婆
子
及
び
衆
生
を
極
楽
に
送
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

聖
と
凡
に
と
ら
わ
れ
た
考
え
で
あ
り
、
出
家
を
在
家
の
上
に
立
て
、
又

極
楽
と
地
獄
に
分
別
を
立
て
た
知
見
で
あ
り
、

地
位
に
属
し
、
名
字
に

道
著
し
て
自
由
の
分
を
な
く
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
到
つ

て
さ
ら
に
南
泉
の
次
の
示
衆
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

今
時
学
人
、
多
分
出
家
、
不
肯
入
家
。
好
処
即
認
、
悪
処
即
不
認
、
争
得
。

所
以
菩
薩
行
於
非
道
、
是
為
通
達
仏
道
。

南
泉
の
こ
の
思
想
こ
そ
、
真
の
無
縁
の
大
悲
に
外
な
ら
ぬ
。
出
家
が

在
家
を
救
う
な
ど
と
い
う
考
え
は
、
傲
慢
も
甚
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
趙
州
が
婆
子
や
衆
生
を
救
う
の
で
は
な

い
。
婆
子
や
衆
生
が
自

か
ら
菩
薩
と
な
つ
て
非
道
を
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
れ
ば
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こ
そ
南
泉
は

「仏
不
会
道
、
我
自
修
行
」
と
い
い
、
「無
師
自
爾
」
と

い
つ
て
、
真
の
自
由
は
自
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
つ
つ
ば
ね
る
の

で
あ
る
。
「
南
泉
斬
猫
」
の
公
案
も
、
南
泉
の
こ
の
思
想
と
深
く
関
係

し
て
い
る
。
伝
統
の
公
案
禅
が
、
「南
泉
斬
猫
」
の
公
案
を
異
類
中
行

と
見
た

の
は
正
し
い
。
南
泉
が
猫
を
斬

つ
た
の
も
、
趙
州
が
草
鮭
を
頭

上
に
の
せ
て
出
て
い
つ
た
の
も
、
共
に
こ
の
辺
の
消
息
を
物
語

つ
て
い

る
。
し

か
も
趙
州
の
答
え
は
草
鮭
を
頭
上
の
せ
た
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ

つ
さ
と
出
て
行
つ
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
南
泉
禅

へ
の
深

い
理
解

を
示
し

て
い
る
。
南
泉
は

『
維
摩
経
』
の

「菩
薩
行
於
非
道
」
と
い
う

語
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
、
異
類
中
行
と
し
て
道
取
し
た
の
で
あ

る
。
そ

こ
か
ら
趙
州
の
閲
提
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
趙
州
は

(
4
)

「覚
箇

閲
提
人
、
難
得
。」
と
い
う
し
、
南
泉
は

「覚
箇

擬
鈍
人
、
不

可
得
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
あ
く
ま
で
そ
の
よ
う
に
答
え
た
と

こ
ろ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
の
が
異
類
中
行
の
性
質
で
あ
ろ
う
。

(
5
)

問
、
如
何
是
異
類
中
行
。
師
云
、
晦
螂
琳
、
晦
榔
琳

異
類
申
行
の
も

つ
真
の
自
由
自
在
性
は
、
そ
の
他
の
祖
師
方
の
異
類
中

行
に
関
す
る
問
答
を
参
考
に

一
見
す
る
だ
け
で
も
充
分
な
つ
と
く
行
く

筈
で
あ

る
。

(
6
)温

州
仏
懊
和
尚
。
僧
問
、
如
何
是
異
類

。
師

敲
椀

云

、
花
奴
花
奴

、
喫
飯
来
。

(
7
)

長
沙
景
峯
和
尚
。
僧
問
、

如
何
是
異

類
。
師

云
、
尺
短
寸
長
。

長
沙
景
峯
和
尚
。
僧
問
、
南

泉
遷
化

向
什
磨
処
去

。
師
云
、
東
家
作
騙
、

西

家
作
馬
。
僧

云
、
此
意
如
何
。
師

云
、

要
騎
即
騎
、
要
下
即
下
。

(
8
)投

子
大

同
和
尚
。
僧
問
、
喚

作
如
如
早
是
変
也
。
今

時

沙

門

須

向

異

類

中

行
。
如
何
是
異
類
。
師
云
、
恰

似
禰
与
麿
問
我
。
僧
云
、
古
人
意
旨
如
何
。

師
云
、
不
与
慶
問
我
。

(
9
)投

子
大

同
和
尚
。
僧
問
、
類
中
来
時

如

何
。
師

云
、

人
類

中

来
、
馬

類

中

来
。
問
、
仏
仏
授
手
、
祖
祖

相
伝
、
未
審
伝
箇
什
麿
法
。
師

云
、
老
僧
不
解

護

語
、

1
『

鈴
木
大
拙
選
集
』
第
十

一
巻
九
十

一
頁
。

2
 
秋

月
竜
班
著

『
初

め
に
大
悲
あ
り
』

の
五
九
頁

よ
り

一
〇
五
頁

ま
で
参

照
さ
れ
た

い
。

3
 

続
蔵
経

で
は

『
古
尊
宿
語
録
巻
第
十

二
』

参
照
。

4
 

春
秋
社
版

『
趙
州
録
』

一
九
三
。

5
 

右
同

『
趙
州
録
』

四

一
九
。

6
『

景
徳
伝
灯
録
』
巻

八
、
仏
懊
章
。

7
『

景
徳
伝
灯
録
』
巻

十
、
長
沙
峯
章
。

8
『

古
尊
宿
語
要
。』
、

投
子
和
尚
語
録
。

9
『

景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
五
、
投
子
同
章
。
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